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(57)【要約】
【課題】集中制御を行うことなく、通信遅延や輻輳を防
止し、信頼性の高い照明制御装置等を提供することにあ
る。
【解決手段】照明装置１００は、無線による通信機能を
有し、周囲の状態変化の検出時に他の照明装置１００に
対して当該周囲の状態変化を検出したこと示す検出情報
を同報通信するとともに、他の照明制御装置から送信さ
れた検出情報を受信し、同一の所属グループ又は同一の
点灯グループから送信された検出情報の場合に、当該受
信した検出情報に基づいて照明光源Ｌの点灯制御を行う
構成を有している。特に、各照明装置１００は、同一の
所属グループからの同報通信を受信した場合には、予め
設定された条件に従って自機から送信すべき同報通信の
中止制御を行う。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明光源を有する複数の照明ユニットのうち、予め定められた照明ユニットを管理する
照明制御装置であって、
　管理下にある前記照明ユニットの周囲の状態変化を検出するセンサと、
　前記周囲の状態変化を検出した際に前記管理下にある照明ユニットの光源を点灯させる
点灯制御手段と、
　前記周囲の状態変化を検出した際に、前記他の照明ユニットを管理する他の照明制御装
置に対して当該状態変化を検出したこと示す検出情報を送信するとともに、前記他の照明
制御装置から送信された前記検出情報を受信する通信制御手段と、
　を備え、
　前記点灯制御手段が、
　　前記他の照明制御装置から送信された検出情報を受信した際に前記管理下にある照明
ユニットの点灯制御を実行することを特徴とする照明制御装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の照明制御装置において、
　前記他の照明制御装置の管理下にある複数の照明ユニットのうち、連動制御する照明ユ
ニットを特定するための特定情報が予め記憶された記憶手段を更に備え、
　前記通信制御手段が、前記特定情報を含む前記検出情報を他の照明制御装置に送信し、
　前記点灯制御手段が、前記受信した検出情報に含まれる特定情報に基づいて前記管理下
にある照明ユニットを連動制御して点灯させるか否かを判定し、当該判定結果に基づいて
当該管理下の照明ユニットの点灯制御を実行する、照明制御装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の照明制御装置において、
　前記点灯制御手段が、前記他の照明制御装置から送信された検出情報を受信してから所
定の期間内に、前記センサが前記周囲の状態変化を検出した場合には、当該検出した周囲
の状態変化に基づく前記検出情報の送信を中止する、照明制御装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の照明制御装置において、
　前記通信制御手段が、前記検出情報を同報通信によって複数の前記他の照明制御装置に
一斉送信する、照明制御装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の照明制御装置において、
　前記通信制御手段が、予め定められた回数繰り返して前記検出情報を前記他の照明制御
装置に送信する、照明制御装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の照明制御装置において、
　前記通信制御手段が、予め定められた回数繰り返して前記検出情報を前記他の照明制御
装置に送信する際に送信間隔を変化させつつ当該検出情報の送信を実行する、照明制御装
置。
 
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の照明制御装置において、
　前記通信制御手段が、前記検出情報を送信する際に、前記他の照明制御装置に基づく通
信の有無を検出し、当該他の照明制御装置における通信の有無に基づいて自機から送信す
べき検出情報の送信の可否を判定する、照明制御装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の照明制御装置において、
　前記通信制御手段が、前記所定の期間経過後に前記他の検出情報の通信が存在する場合
には、自機から送信すべき検出情報の送信を中止する、照明制御装置。
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【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の照明制御装置において、
　前記点灯制御手段が、前記点灯開始から所定の時間を経過後に、前記照明ユニットを消
灯させる、照明制御装置。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の照明制御装置と、
　前記照明制御装置によって点灯制御される照明ユニットと、
　を備えたことを特徴とする照明装置。
【請求項１１】
　コンピュータによって、照明光源を有する複数の照明ユニットのうち、予め定められた
照明ユニットを管理するプログラムであって、
　前記コンピュータを、
　センサによって管理下にある前記照明ユニットの周囲の状態変化を検出した際に当該管
理下にある照明ユニットの光源を点灯させる点灯制御手段、及び、
　前記周囲の状態変化を検出した際に、前記他の照明ユニットを管理する他の照明制御装
置に対して当該状態変化を検出したこと示す検出情報を送信するとともに、前記他の照明
制御装置から送信された前記検出情報を受信する通信制御手段、
　を機能させるとともに、
　前記他の照明制御装置から送信された検出情報を受信した際に前記管理下にある照明ユ
ニットの点灯制御を実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項１２】
　照明光源を有する複数の照明ユニットのうち、予め定められた照明ユニットを管理する
照明制御装置であって、
　センサによって管理下にある前記照明ユニットの周囲の状態変化を検出した際に当該管
理下にある照明ユニットの光源を点灯させるステップと、
　前記周囲の状態変化を検出した際に、前記他の照明ユニットを管理する他の照明制御装
置に対して当該状態変化を検出したこと示す検出情報を送信するとともに、前記他の照明
制御装置から送信された前記検出情報を受信するステップと、
　を含み、
　　前記他の照明制御装置から送信された検出情報を受信した際に前記管理下にある照明
ユニットの点灯制御を実行させることを特徴とする照明制御方法。
【請求項１３】
　複数の照明ユニットと、
　管理下にある照明ユニットを管理しつつ、他の装置の管理下にある照明ユニットと連動
させるための連動制御を行う複数の照明制御装置と、
　を備え、
　前記各照明制御装置が、
　　管理下にある前記照明ユニットの周囲の状態変化を検出するセンサと、
　　前記周囲の状態変化を検出した際に前記管理下にある照明ユニットの光源を点灯させ
る点灯制御手段と、
　　前記周囲の状態変化を検出した際に、前記他の照明ユニットを管理する他の照明制御
装置に対して当該状態変化を検出したこと示す検出情報を送信するとともに、前記他の照
明制御装置から送信された前記検出情報を受信する通信制御手段と、
　　を備え、
　　前記点灯制御手段が、
　　　前記他の照明制御装置から送信された検出情報を受信した際に前記管理下にある照
明ユニットの点灯制御を実行することを特徴とする照明制御装置。
ことを特徴とする照明システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、照明制御装置、照明装置、プログラム、照明制御方法及び照明システムに関
する技術に属する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、公共的な施設又は屋外においては、省電力化と操作性の観点から、ユーザの操作
による点灯制御、又は、タイマー制御に基づく点灯制御に代えて、照度センサ又は人感セ
ンサ等の各種のセンサに基づいて、周囲の状況に応じて自動的に点灯制御を行う道路等の
外灯又は屋内照明器具が幅広く用いられるようになっている。
【０００３】
　特に、最近では、通行人の移動に伴って照明を制御するなど、多様な照明形態を実現す
るために、人感センサを用いて自機の点灯制御を行いつつ、サーバ装置とネットワークを
介して接続し、自機の点灯制御に基づいて周囲の照明装置と連動させる照明システムが知
られている（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－１８７７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の照明システムにあっては、サーバ装置を用いて照明
の集中制御を実行するので、当該集中制御に伴う通信の遅延や輻輳が発生する場合もあり
、適切に照明を点灯させることができないことも多い。
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、その目的は、集中制御を行
うことなく、通信遅延や輻輳を防止し、信頼性の高い照明制御装置等を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（１）上記課題を解決するため、本発明に係る照明制御装置は、照明光源を有する複数
の照明ユニットのうち、予め定められた照明ユニットを管理する照明制御装置であって、
管理下にある前記照明ユニットの周囲の状態変化を検出するセンサと、前記周囲の状態変
化を検出した際に前記管理下にある照明ユニットの光源を点灯させる点灯制御手段と、前
記周囲の状態変化を検出した際に、前記他の照明ユニットを管理する他の照明制御装置に
対して当該状態変化を検出したこと示す検出情報を送信するとともに、前記他の照明制御
装置から送信された前記検出情報を受信する通信制御手段と、を備え、前記点灯制御手段
が、前記他の照明制御装置から送信された検出情報を受信した際に前記管理下にある照明
ユニットの点灯制御を実行する構成を有している。
【０００８】
　この構成により、本発明に係る照明制御装置は、他の照明ユニットを管理する他の照明
制御装置に対して自機の周囲の状態変化を直接通知すること、及び、他の照明ユニットの
周囲の状態変化に基づいて管理下にある照明ユニットの点灯制御を実行することができる
ので、複数の照明ユニットの点灯制御を各照明ユニットの周囲の状態変化に直接的に連動
させることができる。
【０００９】
　したがって、本発明に係る照明制御装置は、サーバ装置を用いる等の複数の照明ユニッ
トを集中制御することなく、複数の照明ユニットを独立的に制御することができるので、
複数の照明ユニットを用いた種々の照明形態を実現しつつ、通信遅延及び通信に伴う輻輳
を防止し、信頼性の高い照明システムを実現させることができる。
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【００１０】
　（２）また、本発明に係る照明制御装置は、前記他の照明制御装置の管理下にある複数
の照明ユニットのうち、連動制御する照明ユニットを特定するための特定情報が予め記憶
された記憶手段を更に備え、前記通信制御手段が、前記特定情報を含む前記検出情報を他
の照明制御装置に送信し、前記点灯制御手段が、前記受信した検出情報に含まれる特定情
報に基づいて前記管理下にある照明ユニットを連動制御して点灯させるか否かを判定し、
当該判定結果に基づいて当該管理下の照明ユニットの点灯制御を実行する、構成を有して
いる。
【００１１】
　この構成により、本発明に係る照明制御装置は、グループ毎に点灯制御を行うなど、連
動する照明ユニットを予め特定して特定情報として予め記憶しておけば、自機の周囲の状
態変化に基づいて当該特定した他の照明ユニットの点灯制御を連動させることができるの
で、複数の照明ユニットを用いた種々の照明形態を実現しつつ、通信遅延及び通信に伴う
輻輳を防止し、信頼性の高い照明システムを実現させることができる。
【００１２】
　（３）また、本発明に係る照明制御装置は、前記点灯制御手段が、前記他の照明制御装
置から送信された検出情報を受信してから所定の期間内に、前記センサが前記周囲の状態
変化を検出した場合には、当該検出した周囲の状態変化に基づく前記検出情報の送信を中
止する構成を有している。
【００１３】
　この構成により、本発明に係る照明制御装置は、他の照明制御装置の通信中における自
機の検出情報の送信を中止することができるので、照明装置間の通信における輻輳を防止
することができる。
【００１４】
　（４）また、本発明に係る照明制御装置は、前記通信制御手段が、前記検出情報を同報
通信によって複数の前記他の照明制御装置に一斉送信する構成を有している。
【００１５】
　この構成により、本発明に係る照明制御装置は、他の照明制御装置に一斉送信によって
検出情報を送信することができるので、検出情報の授受に関して複雑な通信制御を行うこ
となく通信の効率化、及び、照明装置間の通信における輻輳を防止することができる。
【００１６】
　（５）また、本発明に係る照明制御装置は、前記通信制御手段が、予め定められた回数
繰り返して前記検出情報を前記他の照明制御装置に送信する構成を有している。
【００１７】
　この構成により、本発明に係る照明制御装置は、他の照明制御装置における検出情報の
受信漏れを防止し、確実に当該検出情報を送信することができる。
【００１８】
　（６）また、本発明に係る照明制御装置は、前記通信制御手段が、予め定められた回数
繰り返して前記検出情報を前記他の照明制御装置に送信する際に送信間隔を変化させつつ
当該検出情報の送信を実行する構成を有している。
【００１９】
　この構成により、本発明に係る照明制御装置は、他の照明制御装置における検出情報の
受信漏れを防止し、確実に当該検出情報を送信することができるとともに、他の照明制御
装置から送信された検出情報の混信又は当該複数の検出情報が存在することによる輻輳を
防止することができる。
【００２０】
　（７）また、本発明に係る照明制御装置は、前記通信制御手段が、前記検出情報を送信
する際に、前記他の照明制御装置に基づく通信の有無を検出し、当該他の照明制御装置に
おける通信の有無に基づいて自機から送信すべき検出情報の送信の可否を判定する構成を
有している。
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【００２１】
　この構成により、本発明に係る照明制御装置は、他の照明制御装置から送信された検出
情報の混信又は当該複数の検出情報が存在することによる輻輳を防止することができる。
【００２２】
　（８）また、本発明に係る照明制御装置は、前記通信制御手段が、前記所定の期間経過
後に前記他の検出情報の通信が存在する場合には、自機から送信すべき検出情報の送信を
中止する構成を有している。
【００２３】
　この構成により、本発明に係る照明制御装置は、他の照明制御装置から送信された検出
情報の混信又は当該複数の検出情報が存在することによる輻輳を防止することができる。
【００２４】
　（９）また、本発明に係る照明制御装置は、前記点灯制御手段が、前記点灯開始から所
定の時間を経過後に、前記照明ユニットを消灯させる構成を有している。
【００２５】
　この構成により、本発明に係る照明制御装置は、他の照明制御装置から送信された検出
情報の混信又は当該複数の検出情報が存在することによる輻輳を防止することができる。
【００２６】
　（１０）上記課題を解決するため、本発明に係る照明装置は、前記照明制御装置によっ
て点灯制御される照明ユニットと、を備えた構成を有している。
【００２７】
　この構成により、本発明に係る照明装置は、他の照明ユニットを管理する他の照明制御
装置に対して自機の周囲の状態変化を直接通知すること、及び、他の照明ユニットの周囲
の状態変化に基づいて管理下にある照明ユニットの点灯制御を実行することができるので
、複数の照明装置の点灯制御を各照明装置の周囲の状態変化に直接的に連動させることが
できる。
【００２８】
　したがって、本発明に係る照明装置は、サーバ装置を用いる等の他の照明装置と集中制
御されることなく、独立的に自機の照明ユニットを制御することができるので、複数の照
明装置を用いた種々の照明形態を実現しつつ、通信遅延及び通信に伴う輻輳を防止し、信
頼性の高い照明システムを構成する照明装置として用いることができる。
【００２９】
　（１１）上記課題を解決するため、本発明に係るプログラムは、コンピュータによって
、照明光源を有する複数の照明ユニットのうち、予め定められた照明ユニットを管理する
プログラムであって、前記コンピュータを、センサによって管理下にある前記照明ユニッ
トの周囲の状態変化を検出した際に当該管理下にある照明ユニットの光源を点灯させる点
灯制御手段、及び、前記周囲の状態変化を検出した際に、前記他の照明ユニットを管理す
る他の照明制御装置に対して当該状態変化を検出したこと示す検出情報を送信するととも
に、前記他の照明制御装置から送信された前記検出情報を受信する通信制御手段、を機能
させるとともに、前記他の照明制御装置から送信された検出情報を受信した際に前記管理
下にある照明ユニットの点灯制御を実行させる構成を有している。
【００３０】
　この構成により、本発明に係るプログラムは、他の照明ユニットを管理する他の照明制
御装置に対して自機の周囲の状態変化を直接通知すること、及び、他の照明ユニットの周
囲の状態変化に基づいて管理下にある照明ユニットの点灯制御を実行することができるの
で、複数の照明ユニットの点灯制御を各照明ユニットの周囲の状態変化に直接的に連動さ
せることができる。
【００３１】
　したがって、本発明に係るプログラムは、サーバ装置を用いる等の複数の照明ユニット
を集中制御することなく、複数の照明ユニットを独立的に制御することができるので、複
数の照明ユニットを用いた種々の照明形態を実現しつつ、通信遅延及び通信に伴う輻輳を
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防止し、信頼性の高い照明システムを実現させることができる。
【００３２】
　（１２）上記課題を解決するため、本発明に係る照明制御方法は、照明光源を有する複
数の照明ユニットのうち、予め定められた照明ユニットを管理する照明制御装置であって
、センサによって管理下にある前記照明ユニットの周囲の状態変化を検出した際に当該管
理下にある照明ユニットの光源を点灯させるステップと、前記周囲の状態変化を検出した
際に、前記他の照明ユニットを管理する他の照明制御装置に対して当該状態変化を検出し
たこと示す検出情報を送信するとともに、前記他の照明制御装置から送信された前記検出
情報を受信するステップと、を含み、前記他の照明制御装置から送信された検出情報を受
信した際に前記管理下にある照明ユニットの点灯制御を実行させる構成を有している。
【００３３】
　この構成により、本発明に係る照明制御方法は、他の照明ユニットを管理する他の照明
制御装置に対して自機の周囲の状態変化を直接通知すること、及び、他の照明ユニットの
周囲の状態変化に基づいて管理下にある照明ユニットの点灯制御を実行することができる
ので、複数の照明ユニットの点灯制御を各照明ユニットの周囲の状態変化に直接的に連動
させることができる。
【００３４】
　したがって、本発明に係る照明制御方法は、サーバ装置を用いる等の複数の照明ユニッ
トを集中制御することなく、複数の照明ユニットを独立的に制御することができるので、
複数の照明ユニットを用いた種々の照明形態を実現しつつ、通信遅延及び通信に伴う輻輳
を防止し、信頼性の高い照明システムを実現させることができる。
【００３５】
　（１３）上記課題を解決するため、本発明に係る照明システムは、複数の照明ユニット
と、　管理下にある照明ユニットを管理しつつ、他の装置の管理下にある照明ユニットと
連動させるための連動制御を行う複数の照明制御装置と、を備え、前記各照明制御装置が
、管理下にある前記照明ユニットの周囲の状態変化を検出するセンサと、前記周囲の状態
変化を検出した際に前記管理下にある照明ユニットの光源を点灯させる点灯制御手段と、
前記周囲の状態変化を検出した際に、前記他の照明ユニットを管理する他の照明制御装置
に対して当該状態変化を検出したこと示す検出情報を送信するとともに、前記他の照明制
御装置から送信された前記検出情報を受信する通信制御手段と、を備え、前記点灯制御手
段が、前記他の照明制御装置から送信された検出情報を受信した際に前記管理下にある照
明ユニットの点灯制御を実行する構成を有している。
【００３６】
　この構成により、本発明に係る照明システムは、他の照明ユニットを管理する他の照明
制御装置に対して自機の周囲の状態変化を直接通知すること、及び、他の照明ユニットの
周囲の状態変化に基づいて管理下にある照明ユニットの点灯制御を実行することができる
ので、複数の照明ユニットの点灯制御を各照明ユニットの周囲の状態変化に直接的に連動
させることができる。
【００３７】
　したがって、本発明に係る照明システムは、サーバ装置を用いる等の複数の照明ユニッ
トを集中制御することなく、複数の照明ユニットを独立的に制御することができるので、
複数の照明ユニットを用いた種々の照明形態を実現しつつ、通信遅延及び通信に伴う輻輳
を防止し、信頼性の高い照明システムを実現させることができる。
【発明の効果】
【００３８】
　照明制御装置、照明装置、プログラム、照明制御方法及び照明システムは、サーバ装置
を用いる等の複数の照明ユニットを集中制御することなく、複数の照明ユニットを独立的
に制御することができるので、複数の照明ユニットを用いた種々の照明形態を実現しつつ
、通信遅延及び通信に伴う輻輳を防止し、信頼性の高い照明システムを実現させることが
できる。
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【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明に係る屋外用通信照明システムの一実施形態における概要構成を示す構成
図である。
【図２】一実施形態の屋外用通信照明システムにおける所属グループ及び点灯グループの
一例である。
【図３】一実施形態において照明装置間において通信されるとともに、照明装置と管理端
末装置間で通信される通信データの内部構造を示す図である。
【図４】一実施形態の照明装置の機能ブロックを示すブロック図である。
【図５】一実施形態において、センサの検出タイミングと検知信号の出力タイミングを示
すタイミングチャートである。
【図６】一実施形態の通信ユニットにて生成される通信データの一例である。
【図７】一実施形態において、他の照明装置から通信データが同報通信された際の受信タ
イミングその他のタイミングを示すタイミングチャートである。
【図８】一実施形態の制御ユニットにおける同報送信制御処理の中止判定（同報通信未完
了中の中止判定）を説明するための図（その１）である。
【図９】一実施形態の制御ユニットにおける同報送信制御処理の中止判定（同報通信未完
了中の中止判定）を説明するための図（その２）である。
【図１０】一実施形態の制御ユニットにおける同報送信制御処理の中止判定（キャリアセ
ンスリトライ待機中の中止判定）を説明するための図（その１）である。
【図１１】一実施形態の制御ユニットにおける同報送信制御処理の中止判定（キャリアセ
ンスリトライ待機中の中止判定）を説明するための図（その２）である。
【図１２】一実施形態の照明装置における受信点灯制御処理を示すフローチャートである
。
【図１３】一実施形態の照明装置における同報送信制御処理を示すフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しながら説明する。なお、以下に説明す
る実施形態は、照明ユニットと制御ユニットとを有する照明装置、及び、複数の当該照明
装置から構成される屋外用通信照明システムに対して、本発明に係る照明制御装置、照明
装置、プログラム、照明制御方法及び照明システムを適用した場合の実施形態である。
【００４１】
［１］屋外用通信照明システム
　まず、図１及び図２を用いて本実施形態の屋外用通信照明システム１の概要構成につい
て説明する。なお、図１は、本実施形態の屋外用通信照明システム１の概要構成を示す構
成図である。また、図２は、本実施形態の屋外用通信照明システム１における所属グルー
プ及び点灯グループの一例である。さらに、図が煩雑になることを防止するために、図１
においては、一部の照明装置１００、管理端末装置１０及び設定器２０のみを示している
。すなわち、実際の屋外用通信照明システム１においては、表示するよりも多数の照明装
置１００、管理端末装置１０、及び、設定器２０が存在している。
【００４２】
　本実施形態の屋外用通信照明システム１は、図１に示すように、無線通信機能を有する
複数の照明装置１００と、各照明装置１００とデータの授受を行いつつ、各照明装置１０
０の設定及びその管理を行う管理端末装置１０と、管理端末装置１０からの指示に基づい
て各照明装置１００の設定を行う一以上の設定器２０と、管理端末装置１０と設定器２０
を接続するネットワーク３０と、から構成される。
【００４３】
　また、屋外用通信照明システム１は、個々の照明装置１００が各照明装置１００の通行
人若しくは車両の接近又は周囲の環境変化等の周囲の状態変化を検出した場合に、当該周
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囲の状態変化の検出に基づいて独立的に照明の点灯制御を実行するとともに、各照明装置
１００における周囲状態変化検出を他の照明装置１００に所定の期間繰り返して通知し、
他の照明装置１００における照明の点灯制御と連動させることができるようになっている
。
【００４４】
　特に、本実施形態の屋外用通信照明システム１は、各照明装置１００を有線によって接
続することなくシステム設計を実行することができる無線方式によって同報通信（以下、
「無線同報通信」ともいう。）を実行する。
【００４５】
　そして、屋外用通信照明システム１は、複数の照明装置１００において、多様な点灯制
御を実行しつつ、各照明装置１００間における輻輳を低減するために、無線同報通信及び
点灯制御を連動させるグループ（以下、「所属グループ」という。）と、無線同報通信に
ついては非連動でかつ点灯制御のみ連動させるグループ（以下、「点灯グループ」という
。）を設定するようになっている。
【００４６】
　具体的には、各照明装置１００は、照明光源Ｌを有し、例えば、道路照明、外灯又は街
灯であり、支柱又は建築物の壁面やその天井等の一部に取り付けられるとともに、通行人
又は車両の自機としての各照明装置１００（以下、「自機」ともいう。）への接近又は所
定の場所を通過した場合に、当該照明光源Ｌを点灯制御する構成を有している。
【００４７】
　また、各照明装置１００は、無線による通信機能を有し、周囲の状態変化の検出時に他
の照明装置１００に対して当該周囲の状態変化を検出したこと示す検出情報を同報通信す
るとともに、他の照明制御装置から送信された検出情報を受信し、同一の所属グループ又
は同一の点灯グループから送信された検出情報を受信した場合に、当該受信した検出情報
に基づいて照明光源Ｌの点灯制御を行う構成を有している。特に、各照明装置１００は、
同一の所属グループからの同報通信を受信した場合には、自機から送信すべき同報通信（
以下、「同報送信」ともいう。）の中止制御を行う。
【００４８】
　なお、各照明装置１００は、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１５．４ｇに準拠した９２０Ｍ
Ｈｚ帯の特定小電力無線通信規格等の所定の通信規格によって通信を行う。
【００４９】
　管理端末装置１０は、例えば、タブレット型情報端末装置、スマートフォン、パーソナ
ルコンピュータ又はワークステーション等の情報通信端末装置である。そして、管理端末
装置１０は、無線通信機能及び設定器２０を介して各照明装置１００の点灯制御のための
各設定を行うことができるようになっている。
【００５０】
　特に、管理端末装置１０は、例えば、マークアップ言語によって構築されたブラウザ機
能を有し、当該ブラウザ機能を用いて各照明装置１００とのデータの授受、及び、各照明
装置１００の設定を行うことができる構成を有している。
【００５１】
　具体的には、管理端末装置１０は、設定器２０を介して
（１）各照明装置１００における動作に関する各種の識別情報（すなわち、ＩＤ）の設定
、
（２）各照明装置１００間における通信周波数（チャネル）その他の無線通信に関する各
種の設定、
（３）検出感度又は検出範囲等の周囲の状態変化を検出する際の各種の設定、及び、
（４）照明光源Ｌの点灯時間その他の点灯制御に関する各種の設定、
を行うことができる構成を有している。
【００５２】
　設定器２０は、管理端末装置１０とは基地局４０を介して接続される携帯電話網を含む
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公衆電話回線網（以下、「長距離通信ネットワーク」という）、近距離無線ネットワーク
等のＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）ネットワーク、又は、その双方が相互
接続されて構成されたネットワーク３０を介して接続され、ＲＳ－４８５等の一対複数の
シリアル通信によってデータの授受を行う。
【００５３】
　また、設定器２０は、各照明装置１００とは、上述と同様に、例えば、ＩＥＥＥ８０２
．１５．４ｇに準拠した９２０ＭＨｚ帯の特定小電力無線通信規格等の所定の通信規格に
よってデータの授受を行う。
【００５４】
　ネットワーク３０は、例えば、基地局４０を利用した携帯電話網を含む公衆電話網と、
ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）ネットワーク３０とが相互接続されて構成
されている。ただし、当該ネットワーク３０の構成は、これに限られない。
【００５５】
　このような構成を有することによって、本実施形態の屋外用通信照明システム１及びそ
れに用いる照明装置１００は、
（１）他の照明装置１００に対して自機の周囲の状態変化を直接通知すること、
（２）他の照明装置１００の周囲の状態変化に基づいて、自機の照明光源Ｌの点灯制御を
実行すること、
（３）サーバ装置を用いる等の複数の照明装置１００を集中制御することなく（又は集中
制御されることなく）、複数の照明装置１００を独立的に制御すること（制御されること
）、
（４）他の照明装置１００に対して迅速に検出情報を送信し、通信遅延を防止して適切な
タイミングに他の照明装置１００の点灯を制御すること、
（５）単純な通信制御によって検出情報を授受するとともに各照明装置１００間における
通信量を低減して輻輳を防止すること、
ができる。
【００５６】
　したがって、本実施形態の屋外用通信照明システム１及びそれに用いる照明装置１００
は、複数の照明ユニット１２０を用いた種々の照明形態を実現しつつ、信頼性の高い照明
システムを実現することができる。
【００５７】
　なお、本実施形態の屋外用通信照明システム１は、各照明装置１００を所属グループ毎
にグループ分けするとともに、それぞれの所属グループにおいて点灯グループを設定する
ようになっている。
【００５８】
　例えば、本実施形態の屋外用通信照明システム１は、図２に示すように、各照明装置１
００を所属グループＧ１～Ｇ８にグループ分けするとともに、所属グループＧ１において
は点灯グループとして所属グループＧ２を設定し、所属グループＧ２においては点灯グル
ープとして所属グループＧ１、Ｇ３、Ｇ７及びＧ８を設定する。なお、屋外用通信照明シ
ステム１は、他の所属グループについても図２に示すように点灯グループを設定する。
【００５９】
［２］通信データ
　次に、図３を用いて本実施形態において照明装置１００間において通信されるとともに
、照明装置１００と管理端末装置１０間で通信される通信データＤについて説明する。な
お、図３は、本実施形態において照明装置１００間において通信されるとともに、照明装
置１００と管理端末装置１０間で通信される通信データＤの構造を示す図である。
【００６０】
　本実施形態の通信データＤは、図３に示すように、照明装置１００間及び照明装置１０
０と管理端末装置１０との間の双方の通信において５連送される検出情報のブロック（以
下、「５連奏ブロック」ともいう。）から構成される。
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【００６１】
　５連奏ブロックの各検出情報を構成するブロックは、３２ビットの同期ビット用のデー
タ（以下、単に「ビット同期」という。）、及び、３２ビットのフレーム同期用のデータ
（以下、単に「フレーム同期」という。）とともに、１６ビットの巡回冗長符号（ＣＲＣ
）が付与されてホワイトニングされた実データを含む。
【００６２】
　そして、実データのＣＲＣの対象となるデータには、先頭から順に、
（１）システムの導入際のクライアント毎に付与された１６ビットのＩＤ（以下、「クラ
イアントＩＤ（ＣＬＩＤ）」という。）と、
（２）システム毎に付与されている１６ビットのＩＤ（以下、「システムＩＤ（ＳＩＤ）
」という。）と、
（３）自機が属する所属グループを示す２４ビットのＩＤ（以下、「所属グループＩＤ（
ＧＩＤＡ）」という。）と、
（４）送信元としての各照明装置１００における２４ビットのＩＤ（すなわち、自機のＩ
Ｄ（以下、「自機ＩＤ」という。）と、
（５）送信先を示す２４ビットのＩＤ（以下、「送信先ＩＤ」という。）と、
（６）コマンドを示す４８ビットの情報（以下、「コマンド情報」という。）と、
（７）これらを誤りチェック用の８ビットのＢＣＣ（Ｂｌｏｃｋ　Ｃｈｅｃｋ　Ｃｈａｒ
ａｃｔｅｒ）と、
を含み、共通鍵暗号化（例えば、ＡＥＳ(Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｅｎｃｒｙｐｔｉｏｎ　Ｓ
ｔａｎｄａｒｄ)－１２８／１８２／２５６）等の所定の暗号化方式によって暗号化され
ている。特に、コマンド情報には、コマンド種別（８ビット）とコマンド（４０ビット）
が含まれる。
【００６３】
　例えば、同報通信の場合には、送信先ＩＤには、同報である旨の示すビット（全て「１
」）が埋め込まれるとともに、コマンド種別には、検知信号を示すビット、及び、コマン
ドには、コマンド無しを示すビットが埋め込まれている。
【００６４】
［３］照明装置
［３．１］照明装置の構成
　次に、図４～図７を用いて本実施形態の照明装置１００の構成について説明する。なお
、図４は、本実施形態の照明装置１００の機能ブロックを示すブロック図であり、図５は
、センサの検出タイミングと検知信号の出力タイミングを示すタイミングチャートである
。また、図６は、本実施形態の通信ユニット１６０にて生成される通信データＤの一例で
あり、図７は、他の照明装置から通信データが同報送信された際の受信タイミングその他
のタイミングを示すタイミングチャートである。
【００６５】
　本実施形態の照明装置１００は、自機の照明光源Ｌを管理しつつ、他の照明装置１００
と連動させるための連動制御を行う装置であって、
（１）管理下にある照明ユニット１２０の周囲の状態変化を検出する検出機能と、
（２）周囲の状態変化を検出した際に、自機の照明光源Ｌを点灯させる点灯制御機能と、
（３）他の照明装置１００に対して当該状態変化を検出したこと示す検出情報を送信する
とともに、他の照明装置１００から送信された検出情報を受信する通信機能と、
（４）他の照明装置１００から送信された検出情報を受信した際に自機の照明光源Ｌにお
ける点灯制御を実行する連動機能と、
を有している。
【００６６】
　また、照明装置１００は、屋外用通信照明システム１に属する複数の照明装置１００の
うち、連動制御する他の照明装置１００を特定する特定情報を有するとともに、特定情報
を含む検出情報を他の照明制御装置に送信し、受信した検出情報に含まれる特定情報に基
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づいて自機の照明光源Ｌを点灯させるか否かを判定しつつ、当該判定結果に基づいて当該
照明ユニット１２０の点灯制御を実行する構成を有している。
【００６７】
　特に、照明装置１００は、実データとしての検出情報を複数の他の照明装置に一斉送信
（すなわち、同報送信）するとともに、予め定められた回数繰り返して当該検出情報を他
の照明装置１００に送信する構成を有している。
【００６８】
　そして、照明装置１００は、予め定められた回数繰り返して検出情報を他の照明装置１
００に送信する際に、送信間隔を変化させつつ当該検出情報の送信を実行するとともに、
他の照明装置１００からの無線同報通信を監視して自機の同報送信の可否を判定しつつ（
すなわち、キャリアセンスを実行しつつ）、検出情報を無線同報通信によって送信する構
成を有している。
【００６９】
　本実施形態の照明装置１００は、これらの機能を実現するために、各種のデータが記憶
されるデータ記憶部１１０と、照明光を発生させる光源を有する照明ユニット１２０と、
周囲の状態変化を検出するセンサユニット１３０と、他の照明装置１００又は管理端末装
置１０と通信を行う通信ユニット１６０と、各ユニットを統括制御する制御ユニット１４
０と、各ユニットに電源を供給する電源供給ユニット１５０と、を有している。
【００７０】
　なお、例えば、本実施形態のデータ記憶部は、本発明に係る記憶手段を構成し、照明ユ
ニット１２０は、本発明に係る照明ユニットを構成する。また、制御ユニットは、本発明
に係る点灯制御手段及び通信制御手段を構成する。そして、各部は、バスＢによって接続
されており、照明ユニット１２０には電源供給ユニット１５０が直接接続されている。
【００７１】
　データ記憶部１１０は、例えば、ＲＯＭ及びＲＡＭによって形成されている。そして、
データ記憶部１１０には、制御ユニット１４０によって読み出される照明ユニット１２０
の点灯制御及び通信ユニット１６０の通信制御のための各種のプログラム（ファームウェ
ア）が記憶されている。また、データ記憶部１１０には、管理端末装置１０によって設定
され、又は、予め設定された周囲の状態検出又は通信を行う際に用いる各種の情報（以下
、「特定情報」という。）が記憶される。
【００７２】
　例えば、データ記憶部１１０には、特定情報としては、
（１）他の照明装置１００との通信及び当該通信に基づく点灯制御を含む連動制御に用い
る各種の識別情報のパラメータ（以下、「ＩＤパラメータ」という。）、
（２）通信を行う際に用いる無線通信パラメータ、及び、
（３）検出動作及び通信動作に関する動作パラメータ、
が記憶される。
【００７３】
　ＩＤパラメータには、クライアントＩＤ、自機のＩＤ、システムＩＤ、自機が属する所
属グループの所属グループＩＤ及び同様に自機が属する点灯グループの点灯グループＩＤ
が含まれる。
【００７４】
　無線通信パラメータには、無線同報通信によって使用する周波数（すなわち、無線通信
チャネル）の情報、及び、送信する又は受信する検出情報の暗号化種別の情報、暗号化及
び復号化する際のキー情報が含まれる。
【００７５】
　動作パラメータには、検出情報を送信する際の送信時間を示す情報、当該検出情報の送
信における待機時間を示す情報、及び、照明光源Ｌの点灯開始から消灯するまでの時間を
示す点灯時間情報が含まれる。
【００７６】
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　照明ユニット１２０は、白熱灯、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ
）、ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）素子又は蛍光灯などの照明光源
Ｌと、当該照明光源Ｌに電源を供給す電源回路及びスイッチ等の当該電源供給を制御する
通電制御回路と、を有している。
【００７７】
　センサユニット１３０は、例えば、赤外線、超音波、可視光又はそれらの組み合わせ等
の人間が所定のエリア内に侵入した際に、周囲の状態が変化したとして、当該人間の侵入
を検出する１又は２以上の人感センサを有している。また、センサユニット１３０は、人
間の侵入を検出すると検知信号を制御ユニット１４０に出力する。
【００７８】
　具体的には、本実施形態のセンサユニット１３０は、２つの人感センサを有し、いずれ
か一方のセンサにおいて周囲の状態が変化した場合に、状態変化の継続中に所定のパルス
を検知信号として制御ユニット１４０に出力する。
【００７９】
　例えば、各センサは、図５（Ａ）に示すように、５ｍｓ間隔で周囲の変化を検出すると
ともに、５回連続して（すなわち、２０ｍｓ以上連続して）周囲の変化を検出した場合に
、周囲の状態変化が生じたとして制御ユニット１４０に出力する検知信号をオンにし、６
回連続して（すなわち、２５ｍｓ以上連続して）周囲の変化を無検出した場合に、検知信
号をオフにする。
【００８０】
　そして、センサユニット１３０は、図５（Ｂ）に示すような検知信号を制御ユニット１
４０に出力する。ただし、センサユニット１３０の検知信号の出力タイミングは、最初の
センサ出力から２０ｍｓ～２５ｍｓの遅延及びセンサ出力の停止から２５ｍｓ～３５ｍｓ
の遅延が生じるが、検知信号の出力の確実性のために、所定回の検出又は当該検出後の無
検出が生じた場合に検知信号が出力されるようになっている。
【００８１】
　なお、本実施形態のセンサユニット１３０は、人感センサに代えて、自動車及び自転車
等の車両を検出する車両センサであってもよく、機械的、電磁気的、熱的、音響的又は化
学的に周囲の状態変化を検出できるセンサを有していればよい。
【００８２】
　通信ユニット１６０は、上述した通信規格によって、暗号化しつつ、設定器２０又は他
の照明装置１００とのデータの授受を行うためのユニットである。
【００８３】
　具体的には、通信ユニット１６０は、所定の情報を有する通信データＤを生成し、生成
した通信データＤを他の照明装置１００又は管理端末装置１０に送信する。特に、通信ユ
ニット１６０は、管理端末装置１０によって照明における連動制御のための設定が行われ
る場合には、管理端末装置１０と通信データＤの授受を行うとともに、他の照明装置１０
０との連動制御を行う場合には、生成した通信データＤを検出情報として他の照明装置１
００に同報送信し、また、他の照明装置１００によって同報送信された検出情報を含む通
信データＤを受信する。
【００８４】
　例えば、通信ユニット１６０は、他の照明装置１００に通信データＤを同報送信する場
合には、図３及び図６に示すように、データ記憶部１１０に記憶された各種のデータに基
づいて検出情報を生成するとともに、当該検出情報を暗号化及びホワイトニングをして通
信データＤを生成する。そして、通信ユニット１６０は、生成した通信データＤを、キャ
リアセンスしつつ、他の照明装置１００に送信する。
【００８５】
　一方、通信ユニット１６０は、当該通信データＤを受信した場合には、復号化しつつ、
複合化した検出情報（すなわち、実データ）を制御ユニット１４０に提供する。
【００８６】
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　また、通信ユニット１６０は、通信データＤを同報送信又はそのためのキャリアセンス
を実行している以外の場合には、例えば、図７に示すように、管理端末装置１０との通信
に行う設定チャネルと、他の照明装置１００との通信に行う運用チャネルと、を所定の間
隔毎に交互に切り換えて、管理端末装置１０から送信された非同期の通信データＤ又は他
の照明装置１００から同報送信された非同期の通信データＤの受信を待機する。
【００８７】
　そして、通信ユニット１６０は、図７に示すように、他の照明装置１００から同報送信
された通信データＤ（図７（Ａ））の受信を待機している際に、当該通信データＤの検出
情報に含まれるフレーム同期を受信した場合には（図７（Ｂ））、当該検出情報の全ての
情報を受信し、制御ユニット１４０に検出情報を取得させる（図７（Ｃ））。ただし、通
信ユニット１６０は、検出情報を受信中であって、検出情報の全ての情報を受信する前に
設定チャネルに切り換えるタイミングが到来した場合であっても、受信中の全ての検出情
報を受信するまで運用チャネルとして受信動作を実行する。また、このとき、制御ユニッ
ト１４０は、検出情報を取得すると、照明光源Ｌの点灯制御を開始するための制御信号を
照明ユニット１２０に出力する（図７（Ｄ））。
【００８８】
　なお、通信ユニット１６０は、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）、ワイヤレスＬＡＮ（
ＷＬＡＮ：Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）又はワイヤレス
ＰＡＮ（ＷＰＡＮ：Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）
等の近距離無線用の通信規格を用いて直接若しくは図示しないアクセスポイントを介して
無線同報通信及びその受信を実行してもよい。
【００８９】
　制御ユニット１４０は、タイマーを内蔵し、センサユニット１３０から出力された検知
信号に基づいて、照明ユニット１２０及び通信ユニット１６０を制御するためのユニット
である。
【００９０】
　具体的には、制御ユニット１４０は、タイマーと連動しつつ、センサユニット１３０か
ら出力された検知信号を受信した際に、すなわち、周囲の状態変化を検出した際に、管理
下にある照明ユニット１２０（すなわち、自機の照明ユニット１２０）の照明光源Ｌを点
灯させる点灯制御処理（以下、「検出点灯制御処理」という。）を実行するとともに、他
の照明装置１００における無線同報通信を監視しつつ、他の照明制御装置に対して当該周
囲の状態変化を検出したこと示す検出情報を無線同報通信によって送信する同報送信処理
と、を実行する。
【００９１】
　また、制御ユニット１４０は、他の照明装置１００から無線同報通信により送信された
検出情報を受信すると、データ記憶部１１０に記憶された特定情報に基づいて、自機の照
明ユニット１２０を点灯させるか否かを判定しつつ、自機の照明ユニット１２０における
照明光源Ｌを点灯させるか否か、及び、点灯させると判定した場合には所定期間後に消灯
させる点灯制御処理（以下、「受信点灯制御処理」という。）を実行する。そして、この
とき、制御ユニット１４０は、自機から検出情報を無線同報通信によって送信している場
合には、その継続の可否を判定しつつ、所定の条件を具備する場合には、当該検出情報の
同報送信を中止する。
【００９２】
　なお、本実施形態の制御ユニット１４０における検出点灯制御処理、同報送信処理及び
受信点灯制御処理を含む詳細については後述する。
【００９３】
　電源供給ユニット１５０は、交流電源と、ＡＣ／ＤＣ変換等の当該光源に電源を供給す
るための各種の回路と、を有している。
【００９４】
［３．２］制御ユニット
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［２．２．１］検出点灯制御処理
　次に、本実施形態の制御ユニット１４０における検出点灯制御処理について説明する。
【００９５】
　制御ユニット１４０は、検出点灯制御処理としては、周囲の状態変化を検出した際に管
理下にある照明ユニット１２０の照明光源Ｌを点灯させるとともに、当該照明光源Ｌの点
灯開始から所定の時間の経過後に、照明ユニット１２０を消灯させる制御処理を実行する
。
【００９６】
　具体的には、制御ユニット１４０は、センサユニット１３０から出力された検知信号を
受信すると、照明ユニット１２０の図示しない通電回路を制御して照明光源Ｌへの通電を
オンにさせて照明光源Ｌの点灯を開始させる。
【００９７】
　また、制御ユニット１４０は、照明光源Ｌの点灯を開始させるとともに、内蔵されたタ
イマーによってカウントを開始し、タイマーによって所定の時間経過（例えば、３０秒経
過）したことを検出すると、照明ユニット１２０の通電制御回路を制御してその通電を停
止して照明光源Ｌを消灯させる。
【００９８】
　例えば、制御ユニット１４０は、センサユニット１３０から出力された上述した図５（
Ｂ）に示すような検知信号（すなわち、パルス）を受信すると、照明ユニット１２０の通
電制御回路をオンに制御し、照明光源Ｌを点灯させる。そして、このとき、制御ユニット
１４０は、タイマーのカウントを開始し、所定に時間経過後（例えば、３０秒後）に通電
制御回路をオフに制御し、照明光源Ｌを消灯させる。
【００９９】
　なお、制御ユニット１４０は、管理端末装置１０によって予め定められた時間に基づい
て、照明光源Ｌの点灯開始後の消灯を制御する。
【０１００】
［２．２．２］同報送信制御処理
　次に、本実施形態の制御ユニット１４０における同報送信制御処理について説明する。
【０１０１】
　制御ユニット１４０は、同報送信制御処理としては、通信ユニット１６０にセンサユニ
ット１３０から出力された検知信号を受信すると、通信ユニット１６０を制御して他の照
明装置１００に対して当該状態変化を検出したこと示す検出情報を送信させる。特に、本
実施形態の制御ユニット１４０は、同一の所属グループ又は点灯グループの照明装置１０
０に確実に通信データＤを受信させるために、検出情報（すなわち、上述のブロック）を
複数連送（例えば、５連送）する通信データＤを予め定められた回数繰り返して送信する
。
【０１０２】
（同報送信制御）
　具体的には、制御ユニット１４０は、データ記憶部１１０に記憶されている自機のＩＤ
、システムＩＤ及びグループＩＤと、自機ＩＤを用いて、同報送信としての送信先ＩＤと
、検知信号であることを示すコマンド種別及びコマンドと、を含む検出情報を通信ユニッ
ト１６０に生成させるとともに、当該検出情報が所定のセット（例えば、５セット）連続
して構成される通信データＤを通信ユニット１６０に生成させる。そして、制御ユニット
１４０は、通信ユニット１６０に、キャリアセンスを実行させつつ、検出情報が５連送さ
れた通信データＤを予め定められた回数繰り返す同報送信を実行させる。
【０１０３】
　例えば、制御ユニット１４０は、図６に示すように、通信ユニット１６０に、キャリア
センスを実行させつつ、検出情報が５連送された通信データＤを同報送信するとともに、
当該通信データＤを同報送信する毎に、ランダムに休止期間（例えば、５０ｍｓ～３８０
ｍｓ）を設定しつつ、当該休止期間の経過後に、通信ユニット１６０に通信データＤを送
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信させることによって、予め定められた回数（具体的には、３回）繰り返す同報送信を実
行させる。
【０１０４】
　また、予め定められた回数繰り返して通信データＤを送信している場合であって所定の
回数の同報送信が終了していない際に（すなわち、所定の回数の繰り返しの通信データＤ
の送信を１セットとした場合に当該セットの未完了中（以下、「同報通信未完了中」とい
う。）に）、自機の所属グループと同一の所属グループの照明装置１００から同報送信さ
れた通信データＤを受信した場合には、実行中の同報送信制御処理を中止する。なお、こ
の同報送信制御処理の中止について後述する。
【０１０５】
（キャリアセンス）
　制御ユニット１４０は、予め定められた回数繰り返して通信データＤを同報送信する際
に（すなわち、検出情報を送信する際に）、他の照明装置１００に基づく同報送信の有無
を検出し、当該他の照明装置１００の同報送信の有無に基づいて自機から送信すべき検出
情報の送信の可否を判定するキャリアセンスを実行する。
【０１０６】
　具体的には、制御ユニット１４０は、予め定められた回数繰り返して通信データＤを同
報送信する際に、通信ユニット１６０を制御して、当該通信データＤの同報通信を繰り返
す毎に、自機の無線同報通信の可否を判定するキャリアセンスを実行させる。
【０１０７】
　そして、制御ユニット１４０は、ランダムに待機時間（３０ｍｓ～４０ｍｓ）を算出し
、算出した待機時間の経過後に、通信ユニット１６０に、再度、キャリアセンスを実行さ
せつつ、他の照明装置１００に通信データＤを同報送信させる。
【０１０８】
　なお、制御ユニット１４０は、キャリアセンスによって通信データＤの送信を待機して
いる際に、後述する受信点灯制御処理によって、自機が所属する所属グループの照明装置
１００から送信された同報送信を受信した場合には、同報送信制御と同様に、通信ユニッ
ト１６０に当該検出情報における通信データＤの同報送信そのものを中止させる。
【０１０９】
［２．２．３］受信点灯制御処理
　次に、図８～図１１を用いて本実施形態の制御ユニット１４０における受信点灯制御処
理について説明する。なお、図８及び図９は、本実施形態の制御ユニット１４０における
同報送信制御処理の中止判定（同報通信未完了中の中止判定）を説明するための図であり
、図１０及び図１１は、本実施形態の制御ユニット１４０における同報送信制御処理の中
止判定（キャリアセンスリトライ待機中の中止判定）を説明するための図である。
【０１１０】
（照明ユニットの点灯制御）
　制御ユニット１４０は、受信点灯制御処理としては、通信ユニット１６０が運用チャネ
ルの受信待機中に、他の照明装置１００から同報送信された通信データＤを受信すると、
受信した通信データＤに基づいて、照明ユニット１２０の点灯制御を実行する。
【０１１１】
　すなわち、制御ユニット１４０は、受信した通信データＤの検出情報に含まれる特定情
報に基づいて自機の照明ユニット１２０を点灯させるか否かを判定し、当該判定結果に基
づいて当該照明ユニット１２０の点灯制御を実行する。
【０１１２】
　具体的には、制御ユニット１４０は、他の照明装置１００から同報送信された通信デー
タＤを受信すると、受信した通信データＤの検出情報に含まれる特定情報に基づいて、同
報送信した照明装置１００の所属グループＩＤ（すなわち、送信元の所属グループＩＤ）
を特定する。
【０１１３】
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　また、制御ユニット１４０は、特定した送信元の所属グループＩＤとデータ記憶部１１
０に記憶された自機の特定情報である所属グループＩＤ及び点灯グループＩＤとを比較し
、送信元の所属グループＩＤと自機のグループＩＤの少なくともいずれか一方が一致した
場合には、管理下にある照明ユニット１２０を制御して、検出点灯制御処理と同様に、照
明ユニット１２０の照明光源Ｌを点灯させる。そして、制御ユニット１４０は、当該照明
光源Ｌの点灯開始から所定の時間の経過後に、前記照明ユニット１２０を消灯させる制御
処理を実行する。
【０１１４】
　一方、制御ユニット１４０は、特定した送信元の所属グループＩＤとデータ記憶部１１
０に記憶された自機の特定情報である所属グループＩＤ及び点灯グループＩＤとを比較し
た結果、送信元の所属グループＩＤが自機のグループＩＤの双方とも一致しない場合には
、照明ユニット１２０点灯制御を実行せずに、現在のステータスを維持する（すなわち、
何もしない）。
【０１１５】
　例えば、図２を示す例示において、データ記憶部１１０に記憶された自機の所属グルー
プＩＤが「Ｇ５」、及び、自機の点灯グループＩＤがグループ「Ｇ４」「Ｇ６」及び「Ｇ
７」の場合であって、送信元の所属グループＩＤが「Ｇ１」の場合には、制御ユニット１
４０は、自機の所属グループＩＤ及び点灯グループＩＤとも一致しないと判定し、照明ユ
ニットの制御処理を実行させない。その一方、同様に、自機の所属グループＩＤが「Ｇ５
」、及び、自機の点灯グループＩＤがグループ「Ｇ４」「Ｇ６」及び「Ｇ７」の場合であ
って、送信元の所属グループが「Ｇ４」、「Ｇ５」、「Ｇ６」又は「Ｇ７」の場合には、
制御ユニット１４０は、管理下にある照明ユニット１２０の照明光源Ｌを点灯させるとと
もに、当該照明光源Ｌの点灯開始から所定の時間の経過後に、照明ユニット１２０を消灯
させる制御処理を実行する。
【０１１６】
（同報送信制御処理の中止判定）
　制御ユニット１４０は、同報送信制御処理中に、他の照明装置１００から送信されて通
信データＤを受信する受信点灯制御処理を実行した場合であって、受信した通信データＤ
に基づいて特定した他機の所属グループＩＤが自機の所属グループのＩＤと一致した場合
には、通信ユニット１６０を制御し、実行している同報送信制御処理を中止する中止処理
を実行する。
【０１１７】
　このような場合には、制御ユニット１４０は、既に同一グループの照明装置１００には
他の照明装置１００の検出情報に基づいて連動制御されていることが想定されるので、輻
輳を防止するために、同報通信未完了中又はキャリアセンスリトライ待機中に、通信ユニ
ット１６０に当該検出情報における通信データＤの同報送信を中止させる。
【０１１８】
　具体的には、制御ユニット１４０は、予め定められた回数繰り返して通信データＤを送
信している場合であって次回の通信データＤの送信待機中に、又は、キャリアセンスによ
って通信データＤの送信を待機している際（以下、「キャリアセンスリトライ待機中」と
もいう。）に、受信点灯制御処理によって、自機が所属する所属グループの照明装置１０
０から送信された同報送信を受信すると、通信ユニット１６０に当該検出情報における通
信データＤの同報送信を中止させる。
【０１１９】
　すなわち、制御ユニット１４０は、同報通信未完了中であって次回の通信データＤの送
信を待機している際に、又は、キャリアセンスによって通信データＤの送信を待機してい
る際に、同一の点灯グループを含む、非同一の所属グループに属する他の照明装置１００
から同報送信された通信データＤを受信した場合には、そのまま待機状態を維持して所定
の待機時間経過後に通信ユニット１６０に、再度、キャリアセンスを実行させつつ、他の
照明装置１００に通信データＤを同報送信させる。
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【０１２０】
　しかしながら、制御ユニット１４０は、同一の所属グループの照明装置１００から同報
送信された通信データＤを受信した場合には、同一の所属グループにおける他の照明装置
１００の検出情報に基づいて連動制御されていることが想定されるので、輻輳を防止する
ために、通信ユニット１６０に当該検出情報における通信データＤの同報送信を中止させ
る。
【０１２１】
（同報通信未完了中の受信点灯制御処理の例）
　例えば、制御ユニット１４０は、図８に示すように、所定の回数の繰り返しの通信デー
タＤの送信を１セットとした場合に当該セットの同報通信未完了中であって、通信データ
Ｄを送信していない待機中のときに、同一の所属グループにおける照明装置１００から、
当該照明装置１００のセンサユニット１３０における周囲の状態変化を示す検知信号を含
む通信データＤを受信した場合には、通信ユニット１６０に当該検出情報における通信デ
ータＤの同報送信を中止させる。
【０１２２】
　なお、図８に示す例は、他機は同報送信した通信データＤを電波環境の悪化により受信
せずに、自機のセンサユニット１３０の検出に基づく通信データＤを同報送信した場合で
あり、当該同報送信された通信データＤに基づいて自機における通信データＤの同報送信
を中止させた場合の例である。
【０１２３】
　このとき、制御ユニット１４０は、自機の照明ユニット１２０を制御して受信した通信
データＤに基づいて（すなわち、他の照明装置１００における周囲の状態変化に連動させ
て）自機の照明光源Ｌを点灯させるようになっている。
【０１２４】
　また、図８に示すように、自機の制御ユニット１４０は、同一の所属グループにおける
照明装置１００と同様に、同報通信未完了中においては、運用チャネルと設定チャネルを
交互に切り換えて受信待機する。
【０１２５】
　一方、例えば、制御ユニット１４０は、図９に示すように、所定の回数の繰り返しの通
信データＤの送信を１セットとした場合に当該セットの同報通信未完了中であって、通信
データＤを送信していない待機中のときに、非同一の所属グループにおける照明装置１０
０（例えば、同一の点灯グループの照明装置１００）から、当該照明装置１００のセンサ
ユニット１３０における周囲の状態変化を示す検知信号を含む通信データＤを受信した場
合には、制御ユニット１４０は、自機における通信データＤの同報送信を中止させること
なく、同報送信処理の実行を維持する。
【０１２６】
　なお、図９に示す例は、他の照明装置１００及び自機の照明装置１００がそれぞれ自己
のセンサユニット１３０において検出した周囲の状態変化に基づく通信データＤを送信し
ている状態を示す例である。
【０１２７】
（キャリアセンスリトライ待機中の受信点灯制御処理の例）
　制御ユニット１４０は、例えば、図１０に示すように、キャリアセンスリトライ待機中
に、同一の所属グループにおける照明装置１００から、当該照明装置１００のセンサユニ
ット１３０における周囲の状態変化を示す検知信号を含む通信データＤを受信した場合に
は、通信ユニット１６０に当該検出情報における通信データＤの同報送信を中止させる。
【０１２８】
　具体的には、制御ユニット１４０は、通信データＤの送信時に通信ユニット１６０にキ
ャリアセンスを実行させると、このような場合には、他の照明装置１００から同報通信を
検出することになる。したがって、制御ユニット１４０は、通信ユニット１６０に通信デ
ータＤの同報送信を中止させ、キャリアセンスのリトライ待機に移行させる。
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【０１２９】
　そして、制御ユニット１４０は、キャリアセンスのリトライ待機中に、受信点灯制御処
理を実行することによって、他の照明装置１００から送信された同報送信を受信して自機
と同一の所属グループＩＤと一致すると、次回のキャリアセンスを実行することなく、通
信ユニット１６０に当該検出情報における通信データＤの同報送信を中止させる。
【０１３０】
　なお、通信ユニット１６０は、キャリアセンスリトライ待機中であっても、所定のタイ
ミングで運用チャネルと設定チャネルを切り換えつつ、他の照明装置１００又は管理端末
装置１０からの通信を待機する。
【０１３１】
　一方、例えば、制御ユニット１４０は、図１１に示すように、キャリアセンスリトライ
待機中に受信点灯制御処理を実行する場合であって、照明ユニット１２０の点灯制御にお
いて、受信した通信データＤに基づいて特定した他機の所属グループＩＤが自機の所属グ
ループのＩＤと一致しない場合には、実行している同報送信制御処理の実行を維持させ、
所定の時間経過後に再度キャリアセンスを実行し、他の同報送信が検出されなければ、自
機における通信データＤを同報送信する。
【０１３２】
［４］点灯制御処理
［４．１］受信点灯制御処理
　次に、図１２を用いて本実施形態の照明装置１００における受信点灯制御処理について
説明する。なお、図１２は、本実施形態の照明装置１００における受信点灯制御処理を示
すフローチャートである。
【０１３３】
　本動作において、各ＩＤは管理端末装置１０によって設定され、データ記憶部１１０に
記憶されているものとする。
【０１３４】
　まず、通信ユニット１６０が運用チャネル待機時に他の照明装置１００から同報送信さ
れた通信データＤを受信すると（ステップＳ１０１）、制御ユニット１４０は、通信ユニ
ット１６０と連動して実データとしての検出情報を取得する（ステップＳ１０２）。
【０１３５】
　次いで、制御ユニット１４０は、検出情報に含まれる所属グループＩＤ（すなわち、送
信元の所属グループＩＤ）を特定しつつ（ステップＳ１０３）、特定した所属グループＩ
Ｄとデータ記憶部１１０に記憶された自機の所属グループＩＤ又は点灯グループＩＤのい
ずれかとが一致するか否かを判定する（ステップＳ１０４）。
【０１３６】
　このとき、制御ユニット１４０は、特定した送信元の所属グループＩＤとデータ記憶部
１１０に記憶された自機の所属グループＩＤ又は点灯グループＩＤのいずれかとが一致す
ると判定した場合には、ステップＳ１０５の処理に移行し、特定した送信元の所属グルー
プＩＤとデータ記憶部１１０に記憶された自機の所属グループＩＤ又は点灯グループＩＤ
のいずれも一致しないと判定した場合には、本動作を終了させる。
【０１３７】
　次いで、制御ユニット１４０は、ステップＳ１０４の処理において、特定した送信元の
所属グループＩＤとデータ記憶部１１０に記憶された自機の所属グループＩＤ又は点灯グ
ループＩＤのいずれかとが一致すると判定した場合には、照明ユニット１２０を制御し、
照明光源Ｌの点灯を開始させる（ステップＳ１０５）。なお、照明ユニット１２０は、タ
イマーのカウントに基づいて、所定の時間経過後に照明光源Ｌを消灯させる。
【０１３８】
　最後に、制御ユニット１４０は、同報送信制御処理時か否かを判定し（ステップＳ１０
６）、同報送信制御処理を実行していると判定した場合には、ステップＳ１０４の処理に
おいて受信した送信元の所属グループＩＤと自機の所属グループＩＤが一致しているか否
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かを判定する（ステップＳ１０７）。
【０１３９】
　このとき、制御ユニット１４０は、ステップＳ１０４の処理において特定した送信元の
所属グループＩＤと自機の所属グループＩＤが一致していると判定した場合には、同報送
信制御処理における中止制御を実行して（ステップＳ１０８）本動作を終了させるととも
に、送信元の所属グループＩＤと自機の所属グループＩＤが不一致であると判定している
場合（すなわち、ステップＳ１０４の処理において特定した送信元の所属グループＩＤと
自機の点灯グループＩＤが一致していると判定した場合）には、そのまま本動作を終了さ
せる。
【０１４０】
［４．２］同報送信制御処理
　次に、図１３を用いて本実施形態の照明装置１００における同報送信制御処理について
説明する。なお、図１３は、本実施形態の照明装置１００における同報送信制御処理を示
すフローチャートである。
【０１４１】
　本動作において、各ＩＤは管理端末装置１０によって設定され、データ記憶部１１０に
記憶されているものとする。
【０１４２】
　まず、センサユニット１３０によって検知信号が出力されると（ステップＳ２０１）、
制御ユニット１４０は、照明ユニット１２０を制御し、照明光源Ｌの点灯を開始させる（
ステップＳ２０２）。なお、照明ユニット１２０は、タイマーのカウントに基づいて、所
定の時間経過後に照明光源Ｌを消灯させる。
【０１４３】
　次いで、制御ユニット１４０は、データ記憶部１１０から特定情報を読み出して通信ユ
ニット１６０に検出情報の生成及び通信データＤの生成を実行させる（ステップＳ２０３
）。
【０１４４】
　次いで、制御ユニット１４０は、通信ユニット１６０にキャリアセンスを実行させ、生
成した通信データＤが送信可能か否かを判定する（ステップＳ２０４）。このとき、通信
ユニット１６０は、キャリアセンスによって生成した通信データＤの同報送信が可能であ
ると判定すると、制御ユニット１４０は、ステップＳ２２１の処理に移行し、キャリアセ
ンスによって生成した通信データＤの同報送信が不能であると判定すると、制御ユニット
１４０は、所定の演算によってキャリアセンスリトライ待機時間を算出する（ステップＳ
２１１）。
【０１４５】
　次いで、制御ユニット１４０は、タイマーによる算出されたキャリアセンスリトライ待
機時間（以下、単位「リトライ待機時間」ともいう。）のカウントを開始する（ステップ
Ｓ２１２）。
【０１４６】
　次いで、制御ユニット１４０は、リトライ待機時間が経過するまで、受信点灯制御処理
において同報送信制御処理の中止制御の開始の有無を判定しつつ（ステップＳ２１３）、
リトライ待機時間が経過したか否かを判定する（ステップＳ２１４）。
【０１４７】
　このとき、制御ユニット１４０は、受信点灯制御処理において同報送信制御処理の中止
制御を開始したと判定している場合には、本動作を終了し、受信点灯制御処理において同
報送信制御処理の中止制御を開始したと判定せずにリトライ待機時間を経過したと判定し
た場合には、ステップＳ２０４の処理に戻る。
【０１４８】
　一方、ステップＳ２０４の処理において、通信ユニット１６０がキャリアセンスによっ
て生成した通信データＤの同報送信が可能であると判定すると、制御ユニット１４０は、
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通信データＤを同報送信し（ステップＳ２２１）、繰り返し通信データＤを送信するか否
か、すなわち、予め定められた回数の繰り返し送信が終了したか否かを判定する（ステッ
プＳ２２２）。
【０１４９】
　このとき、制御ユニット１４０は、予め定められた回数の繰り返し送信が終了したと判
定した場合には、本動作を終了させ、予め定められた回数の繰り返し送信が終了していな
いと判定した場合は、所定の演算によって同報通信未完了中における待機時間（以下、「
再送待機時間」という。）を算出する。
【０１５０】
　次いで、制御ユニット１４０は、タイマーによる算出された待機時間のカウントを開始
する（ステップＳ２２４）。
【０１５１】
　次いで、制御ユニット１４０は、受信点灯制御処理において同報送信制御処理の中止制
御の開始の有無を判定しつつ（ステップＳ２２５）、同報通信未完了中における待機時間
が経過したか否かを判定する（ステップＳ２２６）。
【０１５２】
　このとき、制御ユニット１４０は、受信点灯制御処理において同報送信制御処理の中止
制御を開始したと判定している場合には、本動作を終了し、受信点灯制御処理において同
報送信制御処理の中止制御を開始したと判定せずに同報通信未完了中における待機時間を
経過したと判定した場合には、ステップＳ２０４の処理に移行する。
【０１５３】
［５］変形例
［５．１］変形例１
　本実施形態においては、照明ユニット１２０と制御ユニット１４０が一体一対応してい
るが、一の制御ユニット１４０が複数の照明ユニット１２０を管理下において制御しても
よい。
【０１５４】
［５．２］変形例２
　本実施形態のセンサユニット１３０においては、２つのセンサから構成されているが、
一のセンサ又は３以上のセンサによって構成されていてもよい。
【０１５５】
［５．３］変形例３
　本実施形態の照明装置１００は、照明ユニット１２０、センサユニット１３０及び制御
ユニット１４０が一体となって構成されているが別々に分離して構成されていてもよい。
【０１５６】
［５．３］変形例４
　本実施形態の照明装置１００のデータ記憶部１１０には、所属グループＩＤと異なる（
すなわち、重複しない）点灯グループＩＤが記憶されているが、点灯制御するグループＩ
Ｄとしていわゆる自機の所属する所属グループＩＤを点灯グループとして記憶されていて
もよい。この場合には、照明装置１００は、記憶されている所属グループＩＤは通信デー
タＤを生成する際に、及び、同報送信制御処理の中止制御を実行する際に用いるようにな
っている。
【０１５７】
　以上、本実施形態の屋外用通信照明システム１及びそれに用いる照明装置１００は、他
の照明ユニット１２０を管理する他の照明装置１００に対して自機の周囲の状態変化を直
接通知すること、及び、他の照明ユニット１２０の周囲の状態変化に基づいて管理下にあ
る照明ユニット１２０の点灯制御を実行することができるので、複数の照明装置１００（
具体的には、照明ユニット１２０）の点灯制御を各照明装置１００（具体的には、照明ユ
ニット１２０）の周囲の状態変化に直接的に連動させることができる。
【０１５８】
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　したがって、本実施形態の屋外用通信照明システム１及びそれに用いる照明装置１００
は、サーバ装置を用いる等の複数の照明ユニット１２０を集中制御することなく、複数の
照明ユニット１２０を独立的に制御することができるので、複数の照明ユニット１２０を
用いた種々の照明形態を実現しつつ、通信遅延及び通信に伴う輻輳を防止し、信頼性の高
い照明システムを実現させることができる。
【０１５９】
　また、本実施形態の屋外用通信照明システム１及びそれに用いる照明装置１００は、点
灯グループ及び所属グループ毎に点灯制御を行うなど、連動する照明ユニット１２０を予
め特定して特定情報として予め記憶しておけば、自機の周囲の状態変化に基づいて当該特
定した他の照明ユニット１２０の点灯制御を連動させることができるので、複数の照明装
置１００（具体的には、照明ユニット１２０）を用いた種々の照明形態を実現しつつ、通
信遅延及び通信に伴う輻輳を防止し、信頼性の高い照明システムを実現させることができ
る。
【０１６０】
　また、本実施形態の屋外用通信照明システム１及びそれに用いる照明装置１００は、他
の照明装置１００の通信中における自機の検出情報の送信を中止することができるので、
照明装置１００間の通信における輻輳を防止することができる。
【０１６１】
　また、本実施形態の屋外用通信照明システム１及びそれに用いる照明装置１００は、他
の照明制御装置に同報通信（一斉送信）によって検出情報を送信することができるので、
検出情報の授受に関して複雑な通信制御を行うことなく通信の効率化、及び、照明装置１
００間の通信における輻輳を防止することができる。
【０１６２】
　また、本実施形態の屋外用通信照明システム１及びそれに用いる照明装置１００は、繰
り返し検出情報を送信するので、他の照明装置１００における検出情報の受信漏れを防止
し、確実に当該検出情報を送信することができるとともに、他の照明制御装置から送信さ
れた検出情報の混信又は当該複数の検出情報が存在することによる輻輳を防止することが
できる。
【０１６３】
　また、本実施形態の屋外用通信照明システム１及びそれに用いる照明装置１００は、キ
ャリアセンスを実行することによって、他の照明装置１００から送信された検出情報の混
信又は当該複数の検出情報が存在することによる輻輳を防止することができる。
【符号の説明】
【０１６４】
Ｄ　…　通信データ
Ｌ　…　照明光源
１　…　屋外用通信照明システム
１０　…　管理端末装置
２０　…　設定器
１００　…　各照明装置
１１０　…　データ記憶部
１２０　…　照明ユニット
１３０　…　センサユニット
１４０　…　制御ユニット
１５０　…　電源供給ユニット
１６０　…　通信ユニット
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